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オーバルニットルームとスーパーポンポンメーカーでつくるポンポン付きマフラー1-1

＜使用道具＞
オーバルニットルーム
スーパーポンポンメーカー　65mm
カットワークはさみ115

＜材料＞
スキーワールドセレクション　アンジェラ（202）　2玉（80g）
スキーソナタ（107）　1玉（40g）

＜作り方＞
①スキーワールドセレクションアンジェラでマフラー本体を作ります。
　商品付属の説明書の「基本の編み方」の通りに作り目をします。この時、編み始めの糸端を約40cm
　残しておきます。表編みで2玉分編みきります。編み終わりの糸端も約40cm残しておきます。

④スーパーポンポンメーカー65mmを使って、スキーソナタでポンポンを2つ作ります。
　ポンポンの中心は共糸で結び、糸端を30cm程度残しておきます。
　この糸端をとじ針に通し、マフラー本体の両端にポンポンをぬいとめて完成です。

※オーバルニットルーム、スーパーポンポンメーカーの使い方は、商品付属の説明書をご覧ください。

編み始め 編み終わり→
（表編み）

約115cm（約242段）

出来上がりサイズ：幅約9cm、長さ約123cm

マフラー本体

②編み終わりは、糸端をとじ針に通し、ピンにかかっている糸を一目ずつひろって引き締めます。
　引き締めた後は、緩まないように数回編み地に糸を通して始末します。

③編み始めの部分の編み地も、糸端をとじ針に通し、編み地の端の段の目にぐるりと通し、引き締めます。
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